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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 印刷機における被印刷体の上の印刷画像の位置を求める方法であって、
　第1の光学センサ（１）で、被印刷体（５）の上に配置され、前記印刷画像に対して追
加されたマーク（１４）を検出し、
　第２の光学センサ（１８）で、前記被印刷体のエッジ（４３）を検出し、
　評価ユニット（２２）で前記マーク（１４）と前記被印刷体（５）の前記エッジ（４３
）の間隔を算出する、
　印刷画像の位置を求める方法。
【請求項２】
　前記マーク（１４）の間隔を、前記評価ユニット（２２）によって、予め設定された目
標間隔と比較し、前記間隔が予め設定された値以上に前記目標間隔から外れている場合に
は出力信号を出す、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記出力信号が調節信号として構成されており、この調節信号は調節装置（２３）に供
給され、前記調節装置（２３）によって、印刷機における前記被印刷体（５）の位置を設
定する調節機構（２４）が制御される、請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記被印刷体（５）が予め設定された運動方向に前記第1および第２の光学センサ（１
，１８）を所定の速度で通過し、前記第1と第２の光学センサの間隔が運動方向に設定さ



(2) JP 4856325 B2 2012.1.18

10

20

30

40

50

れており、前記エッジの検出と前記マークの検出の間で経過した時間を測定し、前記時間
、前記間隔、および前記速度から、前記エッジ（４３）と前記マーク（１４）の間隔を算
出する、請求項１から３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　第３および第４の光学センサ（２，１９）によって、別のマーク（１５）と前記被印刷
体（５）のエッジ（４３）とを、前記第1および第２の光学センサ（１，１８）に対向す
る前記被印刷体（５）の側方エッジの領域で検出し、前記別のマーク（１５）と前記被印
刷体（５）のエッジ（４３）との間隔を検出し、前記マークの間隔と前記別のマーク（１
５）の間隔とを比較し、前記マーク（１４）の間隔と前記別のマーク（１５）の間隔とが
予め設定された値以上に相互に異なっている場合には出力信号を出す、請求項１から４ま
でのいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
　前記マーク（１４，１５）と複数の被印刷体（５）のエッジ（４３）との間隔を記憶し
、前記マーク（１４，１５）の間隔についての平均値を求める、請求項１から５までのい
ずれか１項記載の方法。
【請求項７】
　前記マーク（１４，１５）として、印刷の部分画像を調節するために設けられた参照マ
ークを使用する、請求項１から６までのいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
　前記間隔を記憶しておき、前記被印刷体をさらに処理する際にこれを考慮する、請求項
１から７までのいずれか１項記載の方法。
【請求項９】
　前記マーク（１４，１５）から枚葉紙のエッジまでの目標間隔を印刷段階から引き継ぐ
、請求項１から８までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１０】
 枚葉紙印刷機の監視装置であって、
　被印刷体（５）を予め設定された運動方向に運ぶ搬送手段（９，８）と、
　前記被印刷体（５）の上に配置され、印刷画像に対して追加されたマーク（１４）を検
出する第1の光学センサ（１）と、
　前記被印刷体（５）のエッジ（４３）を検出する第２の光学センサ（１８）と、
　前記被印刷体（５）の速度を測定する検出ユニット（２６）と、
　評価ユニット（２２）と、
　を備えており、
　前記評価ユニットは、前記被印刷体（５）の前記エッジ（４３）の検出と前記マーク（
１４）の検出との間の時間間隔と、前記被印刷体の速度および／または位置と、前記被印
刷体の運動方向に対して平行に設定された、前記第1と第２の光学センサ（１，１８）の
間隔とに基づいて、前記マーク（１４）と前記被印刷体（５）の前記エッジ（４３）の間
隔を算出する、
　枚葉紙印刷機の監視装置。
【請求項１１】
　データ記憶装置（４２）が設けられており、前記評価ユニット（２２）が複数の被印刷
体（５）の間隔を前記データ記憶装置（４２）にファイルしており、前記評価ユニット（
２２）は前記複数の被印刷体（５）の前記マーク（１４）と前記エッジ（４３）の間隔に
ついての平均値を算出する、前記請求項１０記載の監視装置。
【請求項１２】
　前記第１および第２の光学センサ（１，１８）が１つの構造部材に配置されている、請
求項１０または１１項に記載の監視装置。
【請求項１３】
　前記第１、第２、第３、および第４の光学センサ（１，１８，２，１９）を可動にする
運動装置（４４，４５，４６，４７）が設けられている、請求項１０から１２までのいず
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れか１項記載の監視装置。
【請求項１４】
　前記第２または第３の光学センサ（１８，１９）が、互いに予め設定された間隔をおい
た第１および第２の送信機（２８，２９）を有しており、前記第１と第２の送信機（２８
，２９）の間には、前記送信機（２８，２９）が光信号を発する観察点（Ｐ）を監視する
受信機（３０）が配置されている、請求項１０から１３までのいずれか１項記載の監視装
置。
【請求項１５】
　前記第１または第２の送信機（２８，２９）のいずれかを活性化させるスイッチ（３１
）が設けられている、請求項１４記載の監視装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、請求項１の前堤項に基づく、被印刷体の上の印刷画像の位置を求める方法、
および請求項１０の前堤項に基づく、被印刷体の上の印刷画像の位置を監視する監視装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
被印刷体の上の印刷画像を正確に位置決めするには、印刷画像の位置を監視して、場合に
より修正することが必要である。ドイツ特許明細書４４０１９００Ｃ２より、枚葉紙が搬
送され、印刷されて、目標状態に対する間隔および平行性に関して、印刷画像が枚葉紙の
縁部からずれていないかどうかが点検される、枚葉紙印刷機における枚葉紙の上の印刷画
像位置を制御する方法が公知である。必要な場合には相応の調節部材が調節され、それに
よって印刷画像位置が修正される。この方法を実施するために、枚葉紙の表面全体にわた
って画像信号を得る画像記録構造部が、枚葉紙の搬送経路に沿って配置されている。この
画像信号をもとにして、枚葉紙のエッジに対する印刷画像の間隔と平行性を導き出し、目
標値からの差異を算出する。この差異に基づき、調節部材で枚葉紙の上の印刷画像を修正
するように整えるための調節信号が決定される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、枚葉紙の上の画像位置を判定できるようにするために枚葉紙の面全体を検
出しなければならないので、上述した方法は比較的コストが高くなる。
【０００４】
本発明の目的は、被印刷体の上の印刷画像の位置を検出する簡単な方法を提供することで
ある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明の目的は、請求項１の構成要件すなわち、第１の光学センサで、被印刷体の上に
配置され、印刷画像に対して追加されたマークを検出し、第２の光学センサで、被印刷体
のエッジを検出し、そして評価ユニットでマークと被印刷体のエッジの間隔を算出するこ
とによって達成される。請求項１は、被印刷体のエッジと、被印刷体の上にあるマークだ
けを光学的に検出して、マークとエッジとの間隔を算出するという利点を有している。マ
ークと残りの印刷画像との相関関係を通じて、および被印刷体のエッジとマークとの間隔
を通じて、印刷画像の位置に関する情報が得られるので、この方法は比較的簡単である。
【０００６】
本発明のその他の有利な構成は、従属請求項に記載されている。
【０００７】
　有利には、マークとエッジとの間隔を目標間隔と比較し、その差異が予め設定された値
以上に目標間隔と違っているときに出力信号が出される。したがって、簡単なやり方で、
印刷画像の位置の判定が実行される。
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【０００８】
出力信号は、有利には、調節装置に供給される調節信号として構成される。調節装置は、
調節信号に応じて調節機構を制御し、さらにこの調節機構が印刷機における被印刷体の位
置を修正し、それによって被印刷体の上の印刷画像の正しい位置が達成される。
【０００９】
マークと、被印刷体のエッジとの間隔は、有利には、被印刷体のエッジおよびマークがそ
れぞれ光学センサで検出される時点を測定するという仕方で算出される。これらの時点の
差異と、被印刷体の速度とに基づいて、マークとエッジとの間隔が算出される。この方法
は、エッジとマークを光学的に検出し、被印刷体の速度を利用するので、比較的正確であ
る。
【００１０】
有利には、エッジとマークを、被印刷体の第2の長辺の付近でも追加的に検出し、第2の長
辺でのマークとエッジの間隔を算定し、それによって印刷画像の対角線誤差に関する情報
を得ることが可能になる。
【００１１】
印刷画像の位置を統計的に判断するため、有利には、複数の枚葉紙のマークとエッジの間
隔について平均値を算出する。
【００１２】
　請求項１０に基づく監視装置は、第1および第2の光学センサがエッジとマークを検出す
るために利用され、被印刷体の速度、第1および第2の光学センサの相対距離、およびエッ
ジの検出とマークの検出の時間差に基づいて、マークとエッジとの間隔を算出するという
利点を備えている。それにより、この監視装置は比較的簡単に構成され、高い信頼性で作
動する。
【００１３】
有利には、複数の被印刷体のマークとエッジの間隔がファイルされるデータ記憶装置が設
けられる。ファイルされている間隔に基づき、評価ユニットによって、複数の被印刷体の
マークとエッジの間隔についての平均値が算出される。
【００１４】
有利には、第1および第2の光学センサは１つの構造部材に配置される。それにより、第1
および第2の光学センサの相対位置が固定され、正確に設定される。
【００１５】
本発明のさらに別の実施態様では、第1ないし第2の光学センサが被印刷体の運動方向に対
して横向きに可動に配置されている。このことは、各センサを被印刷体の長辺に対するマ
ークの異なる側方間隔に合わせることができるという利点を提供する。それにより、異な
る判型の枚葉紙でも監視することができる。
【００１６】
有利には、第1の光学センサは、互いに所定の間隔で配置された第1および第2の送信機を
有している。第1および第2の送信機の間には、これらの送信機から出される光信号を、被
印刷体で反射された後に検出する受信機が配置される。これに加えて、第1または第2のい
ずれかの送信機を活性化することのできるスイッチが設けられている。このような構成は
、たとえ被印刷体のエッジの領域でくわえづめが被印刷体を保持している場合でも、被印
刷体のエッジを確実に検出するという利点を有し、この場合第1および第2の送信機の間隔
は、送信機の光線が常に被印刷体のエッジに当たって受信機で反射されるような仕方で選
択される。これにより、第1の光学センサの位置を、印刷機におけるくわえづめの配置に
関わりなく設定したり、変位させることができる。このことは、印刷機の構造に依存しな
い広い柔軟性を可能にする。
【００１７】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１８】
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図１（ａ）は、第1および第2の搬送胴８，９の間に張り渡され、第1および第2の搬送胴８
、９の回転によって枚葉紙印刷機を通って運ばれる枚葉紙５を備える、枚葉紙輪転印刷機
の構造を概略的に示している。第1および第2の搬送胴８，９は、歯車伝動装置７を介して
駆動装置６と接続されている。駆動装置６は、相応に予め設定された角速度で、第1およ
び第2の搬送胴８、９を駆動する。さらに、第1の搬送胴８の角速度を検出し、第5の測定
回線３９を介して位置観察ユニット２７にこれを転送する角度検出器２６が、第1の搬送
胴８に配置されている。
【００１９】
第1の搬送胴８の上には、第1および第2の光学センサ１，１８が取り付けられた保持部４
が配置されている。第1および第2の光学センサ１、１８は、枚葉紙５の側方のエッジの領
域に配置されている。枚葉紙５はくわえづめ２０で前端を把持され、それによって枚葉紙
５は搬送胴８の上に載せられて、第1の搬送胴８の回転方向に運動する。本発明の発展例
では、第1および第2の光学センサ１、１８に平行に、枚葉紙５の第2の側方エッジの領域
に配置されて保持部４に取り付けられた第3および第４の光学センサ１９，２が設けられ
ている。第3の光学センサ１９と第４の光学センサ２は、第1の搬送胴８の上に配置されて
いる。
【００２０】
枚葉紙５の上には、枚葉紙５の側方エッジ４３に対して間隔をおいて、第1および第2のマ
ーク１４，１５が設けられている。第1および第2のマーク１４，１５は、有利には印刷画
像の一部であるとともに、それぞれ印刷画像の位置を表す参照マークとなっている。第1
および第2のマーク１４、１５は、有利には、印刷画像部の相互位置を調べるレジスタマ
ークの一部である。多色刷りの印刷画像の場合、たとえばそれぞれの色について、第１お
よび第2のマーク１４、１５が枚葉紙５の上に配置されていてよい。このことは、異なる
色の印刷画像部の相互の位置をチェックすることを可能にする。
【００２１】
第1および第2のマーク１４，１５は、もっとも単純なケースでは、黒色の正方形として構
成される。第1の光学センサ１および第4の光学センサ２は、枚葉紙５のそれぞれ帰属の側
方エッジに対して、第1および第2のマーク１４，１５から枚葉紙５のそれぞれの側方エッ
ジまでの間隔に相当する間隔を有している。このようにして、第1および第４の光学セン
サ１，２の下側を通過する枚葉紙５の第1および第2のマーク１４，１５が、第1および第
４の光学センサ１，２によって検出されることが保証される。本発明の発展例では、光学
センサ１，２，１８，１９が第1の搬送胴８の長軸に沿って変位可能に構成され、それに
よって、光学センサ１，２の位置をマーク１４，１５の位置に合わせることが可能になる
。
【００２２】
枚葉紙５の側方エッジに対する相対的な第2および第3の光学センサ１８，１９の位置は、
有利には、第1および第４の光学センサ１，２の場合と同じ間隔であるのが望ましい。こ
の実施形態では、第1および第2の光学センサ１，１８と、第４および第3の光学センサ２
，１９とは、枚葉紙５の運動方向に対して平行な軸の上に位置しており、それにより、枚
葉紙５のエッジ４３とマークの間隔の正確な測定が可能である。枚葉紙５の側縁が枚葉紙
５の運動方向と平行でない、枚葉紙５の調節不良がある場合でも、第1および第2の光学セ
ンサ１，１８ないし第４および第3の光学センサ２，１９が枚葉紙５の運動軸に沿って配
置されているので、この誤差は最低限に抑えられる。
【００２３】
第2および第3の光学センサ１８，１９が、第1および第４の光学センサ１，２よりも、枚
葉紙５の側縁からの間隔が大きい場合または小さい場合には、十分な精度が得られる。
【００２４】
第1、第2、第３、および第４の光学センサ１，１８，２，１９は、第3の測定回線３７、
第1の測定回線３３，第４の測定回線３８、および第２の測定回線３６を介して、それぞ
れ評価ユニット２２と接続されている。
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【００２５】
図１（ｂ）は、第1および第４の光学センサ１，２を示す詳細図である。第1の光学センサ
１と第４の光学センサ２は、それぞれ第1の光源１０ないし第2の光源１１と、第1の受信
機１２ないし第2の受信機１３とを有している。第1ないし第2の光源１０，１１は、枚葉
紙５に向かう方向へ光信号を送出する。この光信号は、枚葉紙５の上にある観察点Ｐに当
たる。観察点Ｐは第1ないし第2の受信機１２，１３によって監視される。第1ないし第２
の受信機１２，１３によって観察点Ｐで検出される光信号は、観察点Ｐにマーク１４，１
５が現われたときに変化する。第1ないし第2の受信機１２，１３は、検出した信号を評価
ユニット２２に転送する。このようにして、第1ないし第2のマーク１４，１５の前端が第
1ないし第４の光学センサ１，２の下に現われた時点が、評価ユニット２２によって検出
される。
【００２６】
第2および第3の光学センサ１８，１９は、簡単な実施形態では、第1および第４の光学セ
ンサ１，２に準じて構成される。第2および第３の光学センサ１８，１９が評価ユニット
２２に送る出力信号を変化させるのは、第2および第3の光学センサ１８，１９の下に枚葉
紙５の前端が現われたときである。
【００２７】
したがって、評価ユニット２２は、第2および第3の光学センサ１８，１９から送られてく
る測定信号の変化を通して、枚葉紙５のエッジ４３が第2および第3の光学センサ１８，１
９の下に現われた時点を検出する。このエッジ４３は、運動方向３で見たときの枚葉紙５
の前端である。
【００２８】
位置観察ユニット２７は、角度検出器２６を通じて第2の搬送胴９の角速度を検出し、こ
れを評価ユニット２２に転送する。評価ユニット２２は、第1の搬送胴８の円周がファイ
ルされたデータ記憶装置４２と接続されている。角速度と円周とに基づいて、評価ユニッ
ト２２は枚葉紙５の運動速度を算出する。有利には、枚葉紙５の運動速度は、第1および
第４の光学センサ１，２もしくは第2および第３の光学センサ１８，１９のいずれかが最
初にエッジ４３またはマーク１４，１５の出現を検出して、第2および第3の光学センサ１
８、１９ないし第1および第４の光学センサ１、２がマーク１４，１５ないしエッジ４３
の検出を待機している時間帯のときに測定される。このようにして、マーク１４，１５と
エッジ４３との間隔を算出するのに重要な時間帯のときに存在している速度が、正確に検
出される。
【００２９】
データ記憶装置４２には、運動方向３に対して平行な、第1および第2の光学センサ１，１
８の間隔、ないし第4および第3の光学センサ２，１９の間隔がファイルされている。マー
ク１４，１５の検知と枚葉紙５のエッジ４３の検知との間の時間的間隔と、運動方向に対
して平行な第1および第2の光学センサ１，１８の間隔ないし第4および第３の光学センサ
２，１９の間隔と、枚葉紙５の速度とに基づいて、評価ユニット２２は、マーク１４，１
５の前端から枚葉紙５のエッジ４３までの間隔を算出する。
【００３０】
さらに、データ記憶装置４２には、第1ないし第2のマーク１４，１５とエッジ４３との間
隔の目標値がファイルされており、評価ユニット２２は、第1ないし第2のマーク１４，１
５の測定された間隔と、予め設定されている目標値とを比較する。測定された間隔が、予
め設定された値以上に目標値から隔たっている場合、評価装置２２は、レジスタ調整装置
２４とさらに接続されている制御・調節装置２３に調節信号を送る。制御・調節装置２３
は、第1および第2のマーク１４，１５の間隔が予め設定された目標値に合わせて修正され
るように、測定された間隔と目標値との誤差に応じてレジスタ調整装置２４を調整する。
有利には、評価ユニット２２と接続された表示／入力装置２５が配置される。この表示／
入力装置２５によって、第1ないし第2のマークからエッジ４３までの、もっとも最近算出
された間隔が表示される。有利には、表示／入力装置２５によって、第1ないし第2のマー
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ク１４，１５とエッジ４３が、予め設定された値以上に、予め設定された目標間隔と異な
っているかどうかが表示される。さらに、表示／入力装置２５は、目標間隔を入力したり
、第1および第2のマーク１４，１５とエッジ４３の間隔が目標間隔に対して有していても
レジスタ調整装置２４の修正を行わなくてよい値を入力する役目をする。図１（ｃ）は、
第1および第2の搬送胴８，９を示す横断面図である。
【００３１】
図２は、ただ１つの構造部材４１に取り付けられた第1の光学センサ１と第2の光学センサ
１８を備える構成を示している。第1および第2の光学センサ１，１８の間の堅固な接続に
より、第1および第2の光学センサ１，１８の相対位置が正確に決定される。有利には、構
造部材４１は、第1および第2の光学センサ１，１８が組み込まれた半導体チップである。
【００３２】
有利な実施形態では、マーク１４，１５から前端４３までの測定された間隔の値が、枚葉
紙をさらに処理するときに考慮される。たとえば次の打抜き工程のとき、印刷画像の所望
の領域を正確に打ち抜くために、前記値が考慮される。有利には、各々の枚葉紙について
間隔の値が記憶される。
【００３３】
図２は、長辺にわたって分散した複数のくわえづめ２０を有する、第1の搬送胴８を示し
ている。くわえづめ２０は枚葉紙エッジ４３を把持するために設けられており、所定のや
り方で枚葉紙５を搬送する。くわえづめはエッジ４３を把持した後、枚葉紙５と第2の光
学センサ１８の間に配置されるので、第2の光学センサ１８から発せられた光信号は、第2
の光学センサ１８が不都合な位置にいるとくわえづめ２０に当たってしまい、そのためエ
ッジ４３を検知することができなくなる。したがって、その都度用いられる搬送胴９に合
わせて第2の光学センサ１８の位置を合わせることが必要になる。しかしながらこれは比
較的コストがかかるので、図３に示すような、第2の光学センサの特別な実施形態が提案
される。
【００３４】
図３は、第1および第2の送信機２８，２９を有する第2または第3の光学センサ１８，１９
の構造を概略的に示すものである。第1および第2の光学送信機２８，２９は、予め設定さ
れた相互間隔で配置されている。第1および第2の送信機２８，２９の間には、第3の光学
受信機３０が配置されている。第1および第2の光学送信機２８，２９、および第３の光学
受信機３０は、第1ないし第2の送信機２８，２９から発せられた光信号が観察点Ｐに当た
り、観察点Ｐが第3の光学受信機３０によって監視されるように互いに調節されている。
このとき、第1および第2の送信機２８，２９の間隔、および第3の光学受信機３０の配置
は、第1および第2の送信機２８，２９の光線が枚葉紙５に当たる２つの観察点Ｐの間隔が
、くわえづめ２０の幅よりも大きくなるように選択される。このようにして、搬送胴８の
種類や送信機２８，２９の位置、あるいは第2および第3の光学送信機１８，１９の位置に
関わりなく、確実に枚葉紙５のエッジ４３を検知できることが保証される。
【００３５】
有利には、第2および第3の光学送信機１８，１９には、第1または第2の送信機２８，２９
のいずれかをオンにすることのできるスイッチ３１が設けられる。スイッチ３１は、制御
回線３２を介して制御部１６と接続されている。制御部１６は評価ユニット１６と制御・
調節装置２３を含んでいる。制御部１６は、どの送信機でエッジ４３を検出することがで
きるかを試験測定によって決めることができ、当該送信機がオンになるようにスイッチ３
１を調整する。
【００３６】
図４は、角度検知器２６と、第1および第2の光学センサ１，１８と、データ記憶装置４２
および表示／入力装置２５をもつ制御部１６とを備える監視装置の構造を、ブロック図で
模式的に示すものである。データ記憶装置４２では、第2の光学センサ１８がエッジ４３
を検出する第1の時点Ｔ１が検出される。さらに、データ記憶装置４２では、第1の光学セ
ンサ１がマーク１４のエッジを検出する第2の時点Ｔ２が検出される。
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【００３７】
このようなデータが多数の枚葉紙についてデータ記憶装置４２にファイルされ、マーク１
４，１５とエッジ４３の間隔の平均値を、所定の枚数の枚葉紙に関して算出するために、
評価ユニット２２によって使用される。
【００３８】
図５は、基本的に図１の構成に対応する監視装置のさらに別の実施形態を、ブロック回路
図の形態で示すものである。図５が図１と異なっている点は、第3および第４の光学セン
サ１９，２が設けられており、これらの光学センサ１９、２によって、マーク１５とエッ
ジ４３を、枚葉紙５の第2の長辺の領域で監視できることである。したがって、データ記
憶装置４２には、エッジ４３が第2の光学センサ１８の下に出現する第1の時点Ｔ１と、第
1のマーク１４の前端が第1の光学センサ１の下に出現する第2の時点Ｔ２と、エッジ４３
が第3の光学センサ１９の下に出現する第3の時点Ｔ３と、第2のマーク１５の前端が第４
の光学センサ２の下に出現する第４の時点Ｔ４とがファイルされている。これらのデータ
も所定の枚数の枚葉紙についてファイルされており、第1および／または第2のマーク１４
，１５とエッジ４３との平均間隔を算出するために、評価ユニット２２によって使用され
る。さらに、第1および第2のマーク１４，１５とエッジ４３の間隔を比較することで、印
刷画像の傾斜姿勢に関する情報が得られる。たとえば第1および第2のマーク１４，１５の
間隔が一致しないときは、枚葉紙５の上の印刷画像が、枚葉紙５の側方エッジに対して正
確な平行性を有していないことになる。さらに、枚葉紙５のエッジ４３を検知するために
２つの光学センサ１８，１９を使用することで、印刷機における枚葉紙の姿勢に関する情
報も得ることができる。たとえば第2および第3の光学センサ１８、１９が、異なる時点で
エッジ４３が第2および第3の光学センサ１８，１９の下に出現することを発見した場合、
このことは、枚葉紙の側方エッジが枚葉紙の運動方向に対して正確でない、枚葉紙５の傾
斜姿勢を意味している。ただしこの場合、第2および第3の光学センサ１８，１９が同一の
高さで、枚葉紙５の意図された運動方向に対して直角に配置されていることが前提となる
。
【００３９】
有利な実施形態では、第1、第2、第３、および第４の光学センサ１，１８，２，１９が、
第1、第2、第３、および第４のキャリッジ４４，４５，４６，４７に取り付けられる。キ
ャリッジ４４，４５，４６，４７はそれぞれ１つの電動モータによって可動なように、保
持部４に取り付けられている。これらの電動モータは制御部１６と接続されている。電動
モータを相応に制御することで、第1、第2、第３、および第４の光学センサ１，１８，２
，１９の向きを、枚葉紙の異なる判型や、マーク１４，１５の異なる位置に合わせて変え
ることができる。
【００４０】
有利には、第1および第2の光学センサ１，１８が１つのキャリッジに配置され、第3およ
び第４の光学センサ１９，２が１つのキャリッジに配置される。
【００４１】
有利な実施形態では、第1および／または第2のマーク１４，１５と枚葉紙のエッジとの目
標間隔が、印刷前段階のデータから自動的に引き継がれる。
【図面の簡単な説明】
【図１】枚葉紙印刷機の概略的な構造を示す図である。
【図２】くわえづめブリッジを備える胴を有する枚葉紙印刷機を示す図である。
【図３】第1の光学センサを示す図である。
【図４】監視装置のブロック図である。
【図５】枚葉紙の２つの長辺を監視する監視装置のブロック図である。
【符号の説明】
１，２　光学センサ
３　運動方向
４　保持部
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５　枚葉紙
６　駆動装置
７　歯車伝動装置
８，９　搬送胴
１０，１１　光源
１２，１３　受信機
１４，１５　マーク
１６　制御部
１８，１９　光学センサ
２０　くわえづめ
２２　評価ユニット
２３　制御・調節装置
２４　レジスタ調節装置
２５　表示／入力装置
２６　角度検知器
２７　位置観察ユニット
２８，２９　送信機
３０　受信機
３１　スイッチ
３２　制御回線
３３　測定回線
３６　測定回線
３７　測定回線
３８　測定回線
３９　測定回線
４１　構造部材
４２　データ記憶装置
４３　エッジ
４４，４５，４６，４７　キャリッジ
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